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 氏 名 田 上 貴 士 
（論文審査の結果の要旨） 
  
本論文は高速道路と一般道路の間に舗装の耐荷力の差異があることに着目してい
る．この着眼点の下に，高速道路の車種別料金設定を通じて大型車を一般道路から高
速道路へと誘導する政策の有効性について分析するとともに，この料金政策を現実的
に実施する上で必要となる分析枠組みを提示している．具体的には，本論文は以下の
ような知見を得ている． 
 
１． 高速道路と代替的な一般道路が存在し，一般道路の限界維持管理費用が高速
道路よりも高い環境においては，普通車の料金を値上げし，大型車の料金を値下げす
ることが効率的となることを理論的に示している．さらに，この結果は需要の弾力性
や高速道路事業者のゼロ利潤規制の有無に依存せず，頑健に成立することも示してい
る． 
 
２． 道路舗装のマルコフ劣化ハザードモデルを，大型車の限界維持管理費用の算
出に応用する手法を提案し，この手法を実際の日本のデータに適用して限界維持管理
費用の算出を行っている．この手法により，既存の算出方法では困難であった，道路
の維持管理業務や舗装の劣化過程の特性を考慮した限界維持管理費用の算出が可能と
なっている．また，日本においては，高速道路は一般道路よりも限界維持管理費用が
低いことを実証的に確認している． 
 
３．  現実的なサイズの大規模な道路ネットワークを対象として，維持管理費用を
考慮した高速道路料金設定を分析可能なモデルを構築し，現実的な求解コストにより
問題の分析が可能であることを示している．さらに，現実的なサイズの道路ネットワ
ークにおいても，上記１．の結果が成立することを示すとともに，旅行時間コストを
最小化することだけを目的に料金設定を行うと，道路ネットワーク全体の維持管理費
用が増加してしまうことを示している． 
 
４．  高速道路の中でも大型車交通量の多い基幹路線に対して舗装耐荷力向上の投
資を行った上で，高速道路料金の改定を行うことにより，耐荷力向上の投資のみを行
った場合よりも，ネットワーク全体の維持管理費用が削減できることを示している．
この結果を基に，大型車を優先して通行させる基幹路線を高速道路に設定する有効性
について考察している． 
 
以上，要するに，大型車の走行によって生じる道路舗装の損傷の費用を削減するた
めに，高速道路の車種別料金設定を通じて大型車を頑丈な道路に誘導する政策につい
て分析したものであり，学術上，実際上寄与するところが少なくない．よって，博士
（工学）の学位審査として価値あるものと認める．また，平成２７年１２月１７日，
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた． 
 
